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少子高齢化問題が深刻化する一方で、ICT、人工知能、ロボットを活用した
Society5.0 という未来ビジョンが提示されるなど、これからの大きな変革に向
け、検討すべき様々な社会課題が生まれています。そしてこれらの課題を解決す
るための「大学と企業の“本気の連携”」が求められています。課題解決につながる
新事業や商品を生み出すには、担い手である産業界の取り組みに加え、これを支
える優れた研究開発パートナーとしての大学の力が必要になるからです。
　このため、大学と企業の連携方法も進化しています。これまでは企業との研究
を研究者個人、もしくは小人数のグループで運営する形が中心でした。これから
は大学が主体となり、研究の企画、提案、契約、推進を一体的に運営する形が拡
がっていきます。大学と企業が「組織」と「組織」で結びつくことで、持続的な産学
連携が構築されるようになります。
　こうした変化に応えるべく、横浜国立大学は、従来とは異なる連携方式である
「未来ビジョンに基づく大型連携（未来ビジョンを踏まえ、長期の展望に立った、
大型の産学連携）」を導入・展開しています。企業と共に「未来ビジョン作り」から
始めることで、課題解決につながる産学連携を推進していきます。

INTRODUCTION

金子 直哉
研究推進機構

　産学官連携推進部門長

課題解決のために「組織」と「組織」が
結びついた大型の産学連携

DEPARTMENT OF INDUSTRY-UNIVERSITY-
GOVERNMENT COLLABORATION産学官連携推進部門

産学官連携NewsLetter
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ヘルスケアのために大学と地域が連携する

 研究推進機構　産学官連携推進部門長　金子 直哉

��݄��に、はま͗ΜϗールϰΟΞϚーϨにて、:/6研究Πϊϕーγョン・γンϙジϜࡢ
�0��を開࠵しました。ຖ࣮ࢪするҬに開かれたશ学的γンϙジϜで、ਆಸݝに研究ڌを
༗する企業、研究ॴ、࣏ࣗ体との連携ڧ化を的としています。
　લճのγンϙジϜでは、“本気の産学連携”を構築するための「横浜国立大学のઓུ」として、人々
に๛かさをもたらすεϚート社会、Society5.0という未来ビジョンを取り্͛、ビジョン࣮ݱの方
ճのγンϙジϜࠓ。というγナϦΦを提示しました「える企業のϞϊ”をαービεに“」としてࡦ
では、そのޙのSociety5.0の大きなؔ心の高まりをडけて、さらに一า踏みࠐΜͩ提ݴをߦって
います。Society5.0を࣮ݱするとして「ϔルεέΞ」、そのための組みとして「大学とҬの
連携」にணし、ਆಸにSociety5.0を構築していく方ࡦを検討しました。
　γンϙジϜでは、࠷ॳにϔルεέΞを८るҬのಈ向として、ਆಸݝϔルεέΞ・χϡーϑロ
ンςΟΞ推進本෦ࣨ�ٛ೭グループϦーμーより、「ਆಸݝの�0のՊ学ٕज़ࡦからߟす
るҬΠϊϕーγョン・ΤίγεςϜ」が示されました。࣍に、これらを支える“本学のڧみ”として、
ロボット、ものづくり、Πϊϕーγョンの研究を取り্͛ています。ୈ一が、ϔルεέΞのためのロ
ボット。Լ௨।ڭतが「ϦΞルϋプςΟΫεがく未来ҩྍ」の取り組みをઆ໌しました。ୈೋ
が、ϔルεέΞのためのものづくり。ؙඌতೋڭतが「ੈ࣍ものづくりによるҩྍϔルεέΞ・Π
ϊϕーγョン」についてઆ໌しています。ୈࡾが、ϔルεέΞのためのΠϊϕーγョン。大পխ।
。を提示しました「のΤッηンεݱ営学研究が示すΠϊϕーγョン࣮ܦ界をӽえることɿڥ」तがڭ
　その্で、ޙのパωルσΟεΧッγョンでは、（ಠ）ਆಸݝ立産業ٕज़૯߹研究ॴٱ�ູ
Պ学ٕज़ίーσΟωーλー、（ג）横浜ۜߦ法人営業෦�༸෦長、（ג）本ҩྍثػ開発ػ構�ੴ
大थνーϑビジωεΦϑΟαーなどをパωϦεトにܴえ、大学とҬが本気で連携する組みや方法
を検討しました。本気のҬ連携を推進していく۩体ࡦとして、「Πϊϕーγョン・ΤίγεςϜ」
や「Ҭに新たな事業をもたらす連携」を構築するための�課題について、会にूまった約��0໊の
が出されています。これらのٞを踏まえ、ϔルεέΞのために大学とݟ加者をؚめ、活発なҙࢀ
Ҭが連携し、ਆಸにSociety5.0を࣮ݱする取り組みを展開していきます。

ＹＮＵ研究イノベーション・シンポジウム 2018 開催報告



3YNU 産学官連携 News Letter  No.12. 2019.3 YNU 産学官連携 News Letter  No.12. 2019.3

産学官連携NewsLetter 産学官連携推進部門産学官連携推進部門DEPARTMENT OF INDUSTRY-UNIVERSITY-GOVERNMENT COLLABORATION

蛍光性ペプチドの自己組織化による
ユニークなナノバイオマテリアルの創生

イノベーション・ジャパン2018 出展報告

ピレン環ペプチドナノファイバーの作製

✓ ੨色ޫܬをࣔすϖϓνυの
　 ナϊフΝΠバーを࡞

✓ アルίールにߴೱで༹ղޙ、
　 ශ༹ഔとなるਫをՃえる͜とで
　 ਝにϖϓνυಉ࢜がूੵし、
　 ナϊフΝΠバーをܗ

✓ ϖϓνυのଆに、ൃ色ஂೱにහײな
を「部Ґ（ϐϨン）ޫൃޫܬ」 　
　 ಋ入したϖϓνυの߹

位相差顕微鏡観察 蛍光顕微鏡観察

工学研究院　准教授　川村　出

分ɾ༻్
　ナϊόΠΦϚςϦΞル
本ڀݚのಛ
˙ϖプνυのଆにੑޫܬ発৭ஂを導入したϖプνυを߹した。
˙ϖプνυの高なࣗݾ組織化をར用し、「ੑޫܬのナϊϑΝΠόー」を作した。

ϖϓνυフΝΠバーのԠ༻に向͚て
　　˙ಛڐを出ࡁئみ　（ಛ�0���0ئ�����）
　　˙�0��ޫ化学討会で発ද　（�0��݄̕）
　　˙ナϊόΠΦϚςϦΞルٕज़を༗する企業との連携をر望

ペプチドの自己組織化

自己組織化前のSEM像

自己組織化後のSEM像

ペプチドの側鎖に発色団濃度に
敏感な「蛍光発光部位(ピレン)」を
導入したペプチドの合成

アルコールに高濃度で溶解後、
貧溶媒となる水を加えることで
迅速にペプチド同士が集積し、
ナノファイバーを形成

青色蛍光を示すペプチド製の
ナノファイバーを作製

分野・用途

蛍光性ペプチドの自己組織化による
ユニークなナノバイオマテリアルの創生

ナノバイオマテリアル

研究者：横浜国立大学大学院 工学研究院 准教授 川村 出
連絡先：研究推進機構 産学官連携推進部門
（電話） ０４５－３３９－４４４７ （E-mail）sangaku.sangaku@ynu.ac.jp

本研究の特徴

■ペプチドの側鎖に蛍光性発色団を導入したペプチドを合成した。
■ペプチドの高度な自己組織化を利用し、「蛍光性のナノファイバー」を作製した。

ペプチド性ファイバーの応用に向けて

ナノバイオマテリアル技術を有する企業との連携を希望

ピレン環ペプチドナノファイバーの作製

ペプチド

ヘキサフルオロ
イソプロパノール

自己組織化

青色青緑色

5.0 µm

UVライト

蛍光顕微鏡観察

青色発光側鎖を持つ
ペプチドの合成

ピレン

ピレンアラニン・フェニルアラニン

ペプチドの自己組織化

水

UVライト

自己組織化後のSEM像

■ 特許を出願済み （特願2018-093931）
■ ２０１８年光化学討論会で発表 （２０１８年９月）

自己組織化前後で
蛍光のスイッチ

位相差顕微鏡観察

5.0 µm

自己組織化前のSEM像

━ ・・・アセトニトリル溶媒中
(1.0×10-6 M)

━ ・・・自己組織化前
━ ・・・自己組織化後
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複雑形状成形技術の革新にむけた新しい微粒子分散・プロセス技術

環境情報研究院　准教授　飯島 志行

ܠഎڀݚ
　ۙ、ޙ加工などの従来手法ではදࠔݱなҙのෳࡶ形ঢ়෦ࡐを、生産ੑよくできる期か
ら、ඍཻ子ࢄ体（εϥϦー）を用いたηϥϛッΫε෦ࡐの̏ݩ࣍形ٕज़がޫ٭をཋびています。
これまで、ޫ学෦ࡐ、ϚΠΫロྲྀ࿏、৮ഔ・৮ഔ担体などをྫとしたଟくのෳࡶ形ঢ়෦ࡐが、�̙プϦ
ンλやர型中でのそのݻ化法によりઃܭされてきました。一ൠ的な̏ݩ࣍形用εϥϦーは、ޫߗ
化ੑӷঢ়थࢷにݪྉඍཻ子をࡎࢄとともに高ೱにࢄさͤたものが用されていますが、εϥϦー
中の༗ػؚ༗ྔがଟいため、形ঢ়༩ޙのס૩・ࢷ・ম結ૢ作で形の่յをটきやすく、ۃ
めてくて長い加ૢ作がڧいられています。また、ম結体のજػࡏ能を࠷大ݶҾき出すには、εϥ
Ϧー中でのඍཻ子҆ࢄఆ化やू߹構੍ޚがෆՄܽであり、ಛにηϥϛッΫεઃܭでは、ෳ数
छྨのඍཻ子をಉ࣌に߹するࡐྉܥがଟいため、その「ੵۃ的な੍ޚ」はࠔをۃめます。

ཁ֓ڀݚ
　研究ࣨではこれらの課題を一ڍに解決するため、ಠࣗのඍཻ子界໘ઃܭや高子ࡎࢄのઃٕܭ
ज़に基づいて、あらΏる࣭ࡐのඍཻ子をॴ望の༹ഔ中に高ೱࢄさͤる手法を構築してきました。
ྫえ、ΧνΦンੑ高子にࢷࢎを෦的に会߹したࡎࢄは、ඇਫࡎ༹ܥ中で֤छ࣭ࡐのඍཻ子
にٵணして҆ࢄఆ化することをݟ出しています（ਤ（B））。また、ඍཻ子やࡎࢄの߹ॱংを工
するͩけで、εϥϦー中に͓けるඍཻ子のू߹構の「ੵۃ的な੍ޚ」がՄ能です（ਤ（C））。これら
のඍཻ子ٕࢄज़を活用することで、ྫえηϥϛッΫεࡐྉの工ఔ中で能ಈ的にඍཻ子のࢄ・
ू߹構が੍ޚでき、࠷ऴ品のજػࡏ能をよりྑくҾき出すඍ構ઃܭが࣮ݱしています（ਤ（c））。
また、͝く؆୯なఴ加ࡎの工で、ޫやなどの֎෦ܹによってཻ子ؒՍڮを形するػ構を༩
することができ、ݪྉඍཻ子のࢄ・ू߹ঢ়ଶをҡ持しながら様々なෳࡶ形ঢ়を༩できるٕज़展
開しています（ਤ（E））。本ܥでは༗ػ用ྔが従来手法の͓よそ̍��0ҎԼであり、ඈ༂的にס૩
やૢࢷ作ؒ࣌をॖすることもՄ能です。

ؔ連จݙ
<�>�..�IiKiNB�et�BM.�IOE.�&OH.�CIeN.�3eT.�5��	�0�5
����������5�.�<�>�..�IiKiNB�et�BM.�CoMMoiET�BOE�SVSGBce�"�5�5�	�0��
�
��0����.�<�>�..�IiKiNB�et�BM.�CoMMoiET�BOE�SVSGBce�"�����	�0�5
���5��0�.�<�>�S.�.oSitB�et�BM.�"EW.�1oXEeS�TecIOoM.�
���	�0��
��������0�.�など。

図 （a） 会合体型高分子分散剤の設計概念、微粒子に対する吸着性とスラリーの分散化、（b） エポ
キシ樹脂中におけるAgナノ粒子配列化、（c） Si微粒子周りに酸化物微粒子が集積化したセラミッ
クス成形体、（d） 窒化ケイ素用５成分スラリーから作製した複雑形状成形体 （その場固化法）
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ナノ構造制御した高機能ナノ複相膜コーティング技術

環境情報研究院　准教授　伊藤 暁彦

分ɾ༻్
　ੑڥίーςΟング（ηϥϛッΫεણҡڧ化ηϥϛッΫεෳ߹ࡐྉ）、高ൺද໘ੵίーςΟング（ڥড়
化ࡐྉ）、ޫ 学結থ（Ϩーβーഔ࣭、γンνϨーλー、Πϝージングૉ子）、࣭ߗ・ःίーςΟング（工۩）

本ڀݚのಛ

からのϝοセーδऀڀݚ
զ々が用いるC V D プロηεは、高ೱのݪྉงғ気Լであっても気૬rίーςΟング界໘での化学応
ੑがࣦΘれͣ、従来法をӽする結থ長�（高結থ長や結থ向長、ナϊ構長）�がىきます。
ણҡଋのඃ෴ٕज़は、ൣなに展開Մ能です。

化学気相析出 （CVD） 法による自己結晶配向膜の高速コーティング

セラミックス繊維束へのナノ構造制御コーティング

✓ 狙い：原料ガスと反応エネルギーの効率的な供給による高速C V D 法×ナノ構造形成

✓ 自己結晶配向組織を有するコーティング

　 　� 合成条件による配向や構造の制御

　 　� 自作試料ステージによる各種基材対応

気相からの共晶成長
✓ 狙い：バルク体で確立した材料組織学の概念

　 をコーティング技術に展開

本研究の一部は、総合科学技術・イノベーション会議の戦略的イノベーション創造プログ
ラム（SIP：エスアイピー）【革新的構造材料】（管理法人：JST）によって実施されました。

✓ A l 2O 3-H f O 2ナノ複相膜

多結晶基板上に自己配向成長したαアルミナ柱状晶膜
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工学研究院　准教授　鷹尾 祥典
（国研）産業技術総合研究所　長尾 昌善 村上 勝久

分ɾ༻్
・�0�LHڃҎԼの小型ӴにもࡌՄ能なӉ推進ػ。
・ूଋΠΦンビーϜ（'I#）加工のඍࡉ加工ஔやੳஔに用いられるΠΦンݯ。

ཁ֓ڀݚ
　ۙ、小型Ӵのར用が૿加していますが、Ψεを推進ࡎとする従来の推進ػ（Τンジン）ではॏ
ྔ、༰ੵ、ి力の੍約から、ࡌがࠔでした。そのため、ΠΦンӷ体を推進ࡎとすることで小型・ܰ
ྔ化をਤり、ి界で加して推進力をಘるΤϨΫトロεプϨーεϥελがされています。しかし、
これまでのものはిۃの࣮ີがいため૯ిྲྀྔが少なく、推進力がेではありまͤΜでした。

　研究グループでは、σΟεプϨΠ用్などに開発されたి界์出ి子ݯ（'&"）をΤϨΫトロε
プϨーεϥελのిۃ作に応用し、ిۃの࣮ີを約ܻ̐૿加さͤることにޭしました。また、
このٕज़は、ந出ిۃとΤϛッλిۃのҐஔ߹Θͤの必要がなく、ੑݱ࠶向্が期できます。
　さらに、大ྔのΠΦンをిѹでҾき出ͤるಛを生かͤ、μϝージのूଋΠンビーϜ加工
の.&.Sプロηε、ඍࡉ加工ஔやੳஔの高化の応用もߟえられます。

からのϝοセーδऀڀݚ
　ΠΦンݯの新ن応用ઌに向けたใަ・ٞ、͓よび、࣮用化を加するためのプロジΣΫト
の共ಉ提案をืूしています。ಉ࣌に小型Ӊ推進ػのࢀ入も期します。

エレクトロスプレー型高密度イオン源の開発

図１　エレクトロスプレースラスタの原理

図３　電極の作成プロセス

図２　高密度化イオン源の構造

図４　電極密度比較（上：従来型　下：本研究）
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　持続Մ能なϞビϦςΟγεςϜ研究ڌ（ҎԼ、本ڌ）は、S%(Tの̍つである「��.�
ॅみ続けられるまͪづくり」のୡにࢿするަ௨γεςϜの研究に取り組Ήڌであり、
（国研）Պ学ٕज़ৼػڵ構のC0IプログϥϜに͓ける「持続的共進化Ҭڌ・横浜国
立大学αςϥΠト」をલとしています。本ڌでは、ڥෛՙ・高අ用ޮՌ・社会แ
ઁをಉ࣌ୡする持続力の高いަ௨γεςϜの࣮ݱをࢦして、ᶃަ௨手ஈのબを支ԉ
するใ提ڙ、ᶄࣗՈ用ंをସしಘる新たなަ௨手ஈ、ᶅަ௨の構要ૉのۭؒσβΠ
ン、ᶆަ௨Πンϑϥのػ能อ持と運用ޮ化、ᶇަ௨ର応型のσーλ基൫、ᶈT0%型まͪ
づくりとެ共ަ௨ܭ画、から構されるแׅ的な研究課題に取り組み、࣮ূ࣮ݧに基づく
。画手法の研ᮎを௨͡て、新たな組みや事業としての社会࣮につな͛ることを的としていますܭ
　ྫえ、ᶄでは、高齢化やۭಎ化が進ߦする߫֎ॅをϑΟールυとして、Ҭにࠜࠩした持続力の
高いަ௨γεςϜを࣮ݱするため、Ҡಈαービεのܭ画や運営にॅډ者がੵۃ的にؔ༩する組みを構築
（ྫɿٸژԬӺपลに͓けるΰルϑΧート活用࣮（�0(）ݧ）するとともに、ΤωルΪーϚωジϝントな
どଞとのٕज़連携によるඅ用ޮՌ拡大のՄ能ੑを研究しています。
　本ڌの研究活ಈは、લとなる本学C0IαςϥΠトのࢀ画ؔػとのݻڧな連携によって推進されていま
す。ビジョンϝΠΩング、ަ௨γεςϜのσβΠン、࣮ূ࣮ݧのίーσΟωート、֤छσーλੳを本ڌ
が担い、研究ۚࢿや࣮ূϑΟールυの提ڙ、要ૉٕज़の開発などを企業や࣏ࣗ体などのࢀ画ؔػが担って
います。࣮ূ࣮ݧの発展的な܁りฦしを௨͡て、
本ڌはަ௨αービεやܭ画手法のվྑと研ᮎを、
はαービεの商用化やビジωεϞσルのؔػ画ࢀ
検討などをそれͧれߦっています。
　こうした取り組みに͓いては、 本ڌのϝン
όーڭһ（༗٢� ྄�C0Iಛ।ڭत） がى業した
-ocBMiSTג式会社が、Ҭや企業にରするΞυόΠ
βϦー、ίンαルςΟング、֓೦࣮ূ（1oC）など
を事業展開することで、本ڌの研究開発Ռの社
会࣮をݗҾしています。また、ビジωεϞσルの
構築やσーλ基൫のඪ४化にؔする検討にࡍして
は、本学の「จཧ連携による社会Ձ࣮ݱプロηε
研究ڌ」の活ಈとも連携していく༧ఆです。

໊　　ࢯ ॴଐ部ہɾ৬໊ のઐ門ɾ学Ґࡏݱ ׂ分୲
தଜ จ ࢢΠϊϕーγョン研究Ӄ・ڭत ަࢢ௨ܭ画・工学ത࢜ 研究౷ׅ

༗٢　 ྄ ࢢΠϊϕーγョン研究Ӄ・ಛ।ڭत
-ocBMiSTג式会社　ද取క ަ௨ܭ画・ത࢜（工学） 研究ςーϚᶃᶄᶆᶇ

ాத ৳࣏ ࢢΠϊϕーγョン研究Ӄ・।ڭत ަ௨工学・ത࢜（工学） 研究ςーϚᶆ
三Ӝ ࢻ೫ ࢢΠϊϕーγョン研究Ӄ・ॿڭ ܭࢢ画、ݐ築ܭ画・ത࢜（ڥ学） 研究ςーϚᶅ
࣮ 見沢ߴ ࢢΠϊϕーγョン研究Ӄ・ڭत ܭࢢ画・工学ത࢜ 研究ςーϚᶈ
ݪ 　 ࢢΠϊϕーγョン研究Ӄ・।ڭत ܭࢢ画・ത࢜（工学） 研究ςーϚᶈ
দ行 ඒൕࢠ ࢢΠϊϕーγョン研究Ӄ・।ڭत ܭࢢ画・ത࢜（工学） 研究ςーϚᶈ
૱ ݪࠤ ࢢΠϊϕーγョン研究Ӄ・ڭत ܭڥࢢ画・工学ത࢜ 研究ςーϚᶄ
٢ా 　૱ ࢢΠϊϕーγョン研究Ӄ・।ڭत ܭڥࢢ画・ത࢜（工学） 研究ςーϚᶄ

西Ԭ ོெ ࢢΠϊϕーγョン研究Ӄ・産学連携研究һ
-ocBMiSTג式会社　取క ܭڥࢢ画・工学म࢜ 研究ςーϚᶃᶄᶆᶇ

పฏ ݪ౻ ࢢΠϊϕーγョン研究Ӄ　।ڭत ࢢσβΠン、ݐ築σβΠン・工学म࢜ 研究ςーϚᶅ

持続可能なモビリティシステム研究拠点
都市イノベーション研究院　教授　中村 文彦

シリーズ　YNU研究拠点　第８回
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少子高齢化問題が深刻化する一方で、ICT、人工知能、ロボットを活用した
Society5.0 という未来ビジョンが提示されるなど、これからの大きな変革に向
け、検討すべき様々な社会課題が生まれています。そしてこれらの課題を解決す
るための「大学と企業の“本気の連携”」が求められています。課題解決につながる
新事業や商品を生み出すには、担い手である産業界の取り組みに加え、これを支
える優れた研究開発パートナーとしての大学の力が必要になるからです。
　このため、大学と企業の連携方法も進化しています。これまでは企業との研究
を研究者個人、もしくは小人数のグループで運営する形が中心でした。これから
は大学が主体となり、研究の企画、提案、契約、推進を一体的に運営する形が拡
がっていきます。大学と企業が「組織」と「組織」で結びつくことで、持続的な産学
連携が構築されるようになります。
　こうした変化に応えるべく、横浜国立大学は、従来とは異なる連携方式である
「未来ビジョンに基づく大型連携（未来ビジョンを踏まえ、長期の展望に立った、
大型の産学連携）」を導入・展開しています。企業と共に「未来ビジョン作り」から
始めることで、課題解決につながる産学連携を推進していきます。

INTRODUCTION

金子 直哉
研究推進機構

　産学官連携推進部門長

課題解決のために「組織」と「組織」が
結びついた大型の産学連携

DEPARTMENT OF INDUSTRY-UNIVERSITY-
GOVERNMENT COLLABORATION産学官連携推進部門

産学官連携NewsLetter

〒240-8501　横浜市保土ケ谷区常盤台 79-5  共同研究推進センター棟
横浜国立大学  産学官連携推進部門  産学官連携支援室  TEL.045-339-4381
E-mail : cordec@ynu.ac.jp  URL : http://www.ripo.ynu.ac.jp/

お問い合わせ先

横浜国立大学常盤台キャンパスは緑豊かな自然の宝庫です。

産学官連携推進部門へのアクセス

交通機関

黄色の部分は間違えやすいのでご注意ください。

横浜駅（西口）のバス停9番ポールより相鉄バスに乗車し、「ひじりが丘」にて下車。
徒歩2分

横浜駅（西口）バスターミナルへ

2

②D階段を上りバス停へ

前々バス停「峰沢町」　前バス停「三ツ沢池」

④「ひじりが丘」にて下車。「横浜国大へ
…」とバスのアナウンスがあります。

⑦「北門」から見た産学官連携推進部門

1

⑤進行方向約 30m を直進し、
最初の角を左折

③バス停 9 番ポール「上星川駅行き（釜台
経由）」又は「釜台住宅第 3 行き」に乗車

4

⑥本学「北門」から入る⑧産学官連携推進部門入口

黄色の部分は間違えやすいのでご注意ください。

産学官連携推進部門産学官連携推進部門

①改札口を出て 西口方面へ。
JOINUS B1F フロアを

西口バスターミナル をめざして歩く。

3 5
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